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サービスの概要
次世代のデジタル社会における基幹イン
フラとして、地図とデジタルサービスと情報
の統一における新たなインフラの構築を新
規規格における標準化とともに事業化の
可能性を提案したいと考えます。

これらは情報とサービスを地図との融合に
おいて提案するものであり、メタバースなど
の環境においてもこれら統一した規格とと
もに提案できるものです。

次世代のカーナビゲーションや、デジタル
社会における基幹インフラとしての整備は
、次世代のコミュニケーションサービスやマ
ネーサービスと融合し、デジタル社会にお
ける根幹を構築できるものです。

これらが次世代におけるIoT基準として、既
存のインターネット環境に対して、新たな
規格としてサービスの提案を可能とできる
と考えます。

これらが生活と密接につながる新たなデジ
タルインフラとして、そのサービスと規格に
おける提案が実現できることは、基幹フレ
ームワークの整備における事業構築を提
案できると考えます。



ポイント

現状において、WEBアドレスにおいて表示されるWEB
サイトを地理データにおいて表示することで、それら新
たなサービスの育成を提案できるものと考えます。

これらアプリケーションの作成とともに、これらサービス
が次世代のカーナビゲーション、また生活における基
幹デジタルサービスとしての育成を提案することができ
ると考えます。

これらが地図と連動して与えれることは、そのWEBサイ
トの構築へ、新たな規格を提案すること、またアプリケ

ーションにおける処理環境を構築することなどにおいて
、新たな可能性をサービスにおいて提案できるもので
す。



サービスの利点
時代と未来
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新たなサービスと現実の提案

• 地理データの⼊⼒において、地図と連動したWEB
サイトの表⽰は、新たな規格などとともに、新たなデ
ジタルサービスの構築を実現できるものです。

• これらが、⽣活と社会と結びついた、新たなサービス
の構築を提案することはその可能性を模索できるも
のであると判断します。

• これらは次世代カーナビゲーションの規格などととも
に、その事業の構築を提案できると考え、⽣活ユー
スにおける拡⼤は事業の構築と育成を実現できる
ものであると判断します。

• これらフレームワークの構築を事業とすることは、規格
の統⼀とともに、その事業化を模索できると考え、地
図上の店舗における広告収⼊は事業化における利
益環境の育成を実現できるものであると考えます。

• また、これらはアプリケーションの開発とともに、それら
現実の提案を市場に求めるものであり、クラウドホスト
の育成は、そのフレームワークの実現とともに、独⾃ア
プリケーションにおける利⽤環境を提案できるものです
。
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サービスの概要

• 独創的
• 市場初
• 実⽤的

• 独⾃性が実⽤性を与える。
• 新たなデジタルサービスと規格の提案
• デジタル社会における新たなインフラとしての提案

6



成⻑戦略

• これらはインターネットの拡⼤と同じ現実を求
めることができると考えます。

• 但しこれらが次世代カーナビゲーションとして
の企画として提案できることなどは相乗的な
サービスの拡⼤を提案できるものと考えます
。

• またデジタル社会への転換における基幹イン
フラとしての確⽴などの可能性も存在するも
のと考えます。
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市場の概要

• ⽴ち上げる機会
• 完全に包括的な市場
• 対象となる市場全体
• ⽣み出す⾃由
• 選択的に包括的な市場
• 実際にサービスを提供できる

市場
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市場に対する参加は、独自サービスをフレームワークの提案におい
てサービスの拡大を早急に求めなくてはいけないものであり、事業
かを行うことは、自己サービスの構築を求める必要が存在するもの
である。

しかし可能性は生活ユースにおける拡大と次世代かナビ規格として
の採用などにおいて、市場の拡大を期待できるものである。

これらアイディアは、将来における可能性を提案できるものであり
、企業連携などの可能性における事業の拡大などは考慮できると考
える。

これらは時代性における要求とともに事業の構築と拡大を実現する
ことなどはフレームワークの整備などとともに、事業かを求めるこ
とができるものと考える。



解決策

ホストにおける個別WEBサイトの表⽰は、地図データと連動した、アプリケー
ションにおける表⽰を⾏い、これらはWEB ブラウザーにおける表⽰や独⾃ア
プリケーションにおける表⽰を⾏うことで、新たな規格におけるWEBサイトの
構築とともにそれらサービスの提案を実現できると考えます。

これらは⽣活ユースにおいて、特定地域との連携におけるさーぶすの構築を
初期において提案し、サービスの周知の拡⼤とともに、事業の構築を求める
ことなどが提案できるものである。

⾃治体などとの連携なども視野に事業の育成を模索できるものと考えます。

• ギャップを埋める
• 対象
• コスト削減
• 使いやすい
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チームに会う

Takeshi Kuroda
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サマリー

新しいアーキテクチャーとともに、その⽣活におけるデジタルサービスとの
新しい可能性を提案するものです。それら可能性が事業における現
実として提案できる強みであり、先端システムにおける提案を実現で
きると考えます。
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ありがとうございました
Takeshi Kuroda
０９０（３７６０）１８８２
judah@aol.jp
https://kurodaint.org/
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